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本書は、売上または仕入で「軽減税率品目が無い」お客様向けに

インボイス対応「カスタマイズ帳票簡易修正」をご案内させて頂く資料です
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１．位置付け

事前の準備

インボイス簡易対応版
（2022年7月1日～）
へのバージョンアップ

インボイス正式対応版
（2022年10月1日～）
へのバージョンアップ

なし

なし

あり

あり

カスタマイズ帳票
本格修正（有償）

2023年10月インボイス本番

カスタマイズ帳票
簡易修正（無償）

売上は軽減税率品目ある？

仕入は軽減税率品目ある？

標準帳票の利用（無償）
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２．事前の準備

（１）インボイス登録番号の取得
既に2021年10月1日からインボイス発行事業者の登録が行われています。
2023年10月1日の制度開始に間に合わせるには2023年3月31日までに税務署に登録申請を行なう
必要があります。

（２）お得意先への確認
お得意先様がインボイスとして「納品書」と「月締請求書」のいずれが必要かを確認してください。
7年間の保管義務および仕入税額控除の手間を考慮し、WILLは「月締請求書」をインボイスとする
ことをお勧めしています。

（３）仕入れ先への確認
仕入先がインボイスとして「納品書」と「月締請求書」のいずれを用意してくれるか確認してください。
用意して頂けないようなら、御社にてインボイスに適合する「仕入明細書」を作成する必要があります。
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〔Ver6またはVer7〕
弊社は2022年9月末日までにインボイス正式対応版をリリースする予定です。（Ver6、Ver7共に）
ただし、カスタマイズ帳票の簡易修正に限れば、インボイス簡易対応版（22年7月1日以降のバージョン）
で対応可能です。
インボイス未対応版（22年6月末日以前のバージョン）のお客様は、まずは弊社に「バージョンUP」を
ご依頼ください。リモートにてバージョンUPを実施します。
尚、バージョンＵＰにはメンテナンス契約が必要となります。

〔Ver5以前〕
弊社はVer5以前のバージョンでのインボイス対応は行いません。
Ver5以前をご利用のお客様は最新版（Ver7）への「バージョンUP」をご検討ください。
「バージョンUP」の費用等はアマダ営業所ソフト担当にご確認願います。

３．インボイス簡易対応版へのバージョンUP

ダブルクリック 220701以降の日付
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インボイス簡易対応版（22年7月1日以降）にバージョンアップしたお客様は、インボイス対象にしたい
カスタマイズ帳票の簡易修正（具体的には「請求書」または「支払明細書」の修正）を弊社にご依頼ください。
リモートにて修正作業を実施します。
尚、修正作業にはメンテナンス契約が必要となります。
メンテナンス契約があれば、修正は20本まで無償で作業させて頂きます。

４．カスタマイイズ帳票簡易修正

〔請求書〕
①自社インボイス登録番号の表示追加
②消費税率タイトルの文言修正

登録番号 Ｔ12345…

10%消費税額

〔支払明細書〕
①相手方インボイス登録番号の表示追加
②消費税率タイトルの文言修正
③相手方確認の文言追加

登録番号 Ｔ98765…
10%消費税額

※送付後2週間以内に連絡が無い場合は確認済とします。


